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館の様子が紹介されたが、その内容がすばらし
く、その時からリガ大会にも参加できればと考
えていた。実際に訪れたラトビア国立図書館は
非常に美しく、今回発表者として関われたこと
をとても幸運に思う。筆者にとっては、初めて
の国外での発表であり、ポスター発表を行うの
も初めてのことであったが、失敗も含めてとて
もよい経験となった。
　最後になってしまったが、会場となっていた
ラトビア国立図書館での出来事について少し述
べたい。同図書館について、大会参加者向けに
見学の時間がとられており、英語での案内がつ
いていた。しかし、東アジア部門に日本語の話
せるライブラリアンの Oļegs Piščikovs 氏がお
られ、ご厚意により日本語で館内を案内してい
ただいた。東アジア部門の閲覧室には同氏によ
る折り紙も飾ってあり、これまでまったくイメ
ージのなかったラトビアという国に対して、急
に親しみを感じた。また、音楽部門の見学をし
ている時に、電子ピアノの置いてある個室があ
り、ピアノには KAWAI の文字が入っていた。
ピアノは館内でしか閲覧できない資料を演奏す
ることができるように置いてあるとのことであ
ったが、ここでも日本のメーカーが使われてい
ることに親近感を覚えた。

　ラトビアという未知の土地と、初めての国際
会議での発表ということで、最初は不安だらけ
であったが、大会を終えてみると、参加者やス
タッフの方々のやさしさに支えられて、とても
充実した５日間を過ごすことができたように感
じた。また来年のライプツィヒ大会にも参加で
きればと思う次第である。
　なお、本大会への参加において、大幸財団か
らの奨励金を使わせていただいた。ここに深く
感謝の意を表する。

                                 　        （やまもと むねよし）

音楽部門の書庫の様子

音楽部門に用意されていたカワイピアノ

★メーリングリスト IAML-L に登録しましょう★
　IAML 本部ウェブサイト（http://www.iaml.info）が

大幅に更新されています。これを機会にぜひメーリ

ングリスト IAML-L にもご登録ください。IAML の組

織に関する情報や各種会議など、有用な情報収集に

役立ちます。本部ウェブサイトの [PUBLICATIONS & 

PRODUCTS] タブから [Publications] の項目を選ぶと

[IAML-L Mailing List] があります。同ページ内の指示

に従えば簡単に登録完了です（http://www.iaml.info/

iaml-mailing-list）。
　　　　　　　　　　　　　  　　　（事務局）
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IAML Latvia 2017　

　　　　　　　　　　　　藤堂 雍子

　6 月 16 日 ( 金 )、同じバルト沿岸にあるエス
トニアのタリンから 14 年後の今年、このリガ
で IAML が開かれたのは、新しい国立図書館の
お披露目でもある。1991 年に独立宣言をした
ばかりのラトビアの新国立図書館は、引越しの
手段として人から人へ、手渡しでの蔵書運搬方
法が取られた。タリンで出会ったラトビア語専
攻の菅野開史朗氏のことが、しきりに思い出さ
れた。東京外国語大学卒、東京大学大学院で西
スラブ語を、特にラトビア語を専攻し、自らチ
ェロを弾く音楽好きで、ラトビアの現代作曲家
G. ペレーツィス（Georgs Pelecis）とも親しく
もあった。その菅野氏が 3 年前に交通事故で
このリガで亡くなられていたことを知ったのは
2016 年 11 月のこと、まだ 44 才の若さだった。
ラトビア大学院で博士課程を終え、講師として
日本語を教え、また駐ラトビア大使館の専門調
査員としての仕事も始めて間もない時期に、ラ
トビア国立図書館音楽部長と同行されていて、
私たち日本勢とすぐ知り合った。日本の伝統音
楽の紹介をリガで計画していると話され、その
闊達さに引き込まれた。帰国後、松下鈞氏とも
懇意な日本伝統文化振興財団の藤本草氏にお願
いし、菅野氏がリガと日本を往き来しておられ
た時期で、東京でもご一緒する機会や、リガと
のメールの往復も重ねた。ご自身が新しい本に
関与されると必ずお知らせが届いた。ふと音
信不通になり、その数年後の訃報は、虚を突か
れたようなショックであった。人との出会いを
楽しみ、周囲を明るくできる人柄で、没後の追
悼文集が母校外語大の紀要にまとめられてい
る。老若に関わりなく彼の早すぎる死を悼み、
少壮の学者にありがちな利己より知的好奇心を

共有できる人柄で、これほど慕われる人はそ
う多くないだろう（当時事故現場にも近いラ
トビア大学エントランスで献花台を設け、哀
悼の礼を尽くされたと聞く。新図書館がオー
プンするわずか 1 ヶ月前の事故だった）。今
年、リガの新国立図書館で、IAML 会議をサ
ポートするためのスタッフとしてお会いでき
た関西外国語大学出身のロシア系の若いライ
ブラリアン、ピシコフ（Olegs Piščikovs）氏
は、菅野氏と直のつきあいはなかったものの、
彼のことを知っておられ、日本の文化へ深い
関心をもち、彼の担当する部署のレファレン
スデスクには、自作の折り紙細工を並べてい
るような青年で、ほかの音楽部門のスタッフ
も人は代わっていたが、同様な親愛を示して
下さった。IAML は、大国や先進国が牽引し
ているには違いないし、それは必要な要件で
もあるのだが、小さな文化国家であればある
ほど、きめ細かい交流を楽しみにして待ち構
えているということもよくある。ポスターセ
ッションで臨まれた栗林・山本両氏も随分お
世話になっていた。日本からの参加者を集め
た館内見学も丁寧な日本語で解説して下さっ
た。菅野氏の豊かな精神が見え隠れしている
ように私には思えた。
　著作権委員会の調査結果の報告と今後への足
がかりを探るセッションは、英国のトリニテ
ィ・ラバン・コンセルヴァトワール大学に所
属している著作権委員会座長 C. Kidwell が、
膨大な調査要項を作成し、それをまとめる役
割を英国支部から託されていた。その結果を
聴くために想像以上に多くの人が集まった。
著作権委員会は 2000 年以降、数年間、私も
この委員会メンバーであり、当時 MLAJ の著
作権委員会とも連動し、出版者の著作権関係
者も交え、京都での秋の研究集会テーマでも
問題性を投げかけてきた（MLAJ Newsletter, 
v22, no. 2, 2001）。すなわち、当時のフラン
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ス南西部地方音楽院で教材の契約外複写（フラ
ンスでは、楽譜出版社と教育機関が教材複写契
約を交わし、契約範囲内で、教材複写が許容さ
れるという制度が存在）が発生し、訴訟→有罪
にまで発展したことがあった。その後フランス
大手楽譜出版者のほとんどが世襲でなくなり、
英国の出版者にこれらの権利を移す時代が到来
しているが、当時の判例はそのまま引き継がれ
ている。教材複写の契約実態は、英国と米国で
も用語は似ているようで運用はかなり異なり、
Fair use の解釈や実態も異なる。旧共産圏内で
も多岐に渡り問題点や困惑の表明もあった。日
本では、JASRAC が「著作権元年」を唱え、楽
器メーカーの経営する音楽教室等が反発してい
たことは、ご承知の通りである。10 年余で音
楽の著作権環境や、その処理は、出版の電子化
の影響で変わらざるを得ない局面もあり、多く
の音楽・楽譜出版者は、経済的には窮地に追い
込まれ、生き残りをかけている事態もないとは
云えない。調査は、常に現時点での事情を明ら
かにしておくことにある。法的には著作権は
各国がその細目の維持管理をしているが、世界
の音楽著作権の立ち位置の現実を俯瞰しておく

「傘」が必要だ。IAML として共有できる良識の
ある「傘」が望まれている。何故なら、音楽資
料は、国を超えて演奏され、録音され、利用さ
れている。この調査が 2017 年版として ML で
届けられたのは昨年 3 月末で、日本は前役員

会が指名したと後日聴いたが、若手会員に、調
査への対応を依頼し、会議出席ができなかった
ので、私が前後承けたまわり、調査資料を受け
取っている。今回は、誌面数が限られ、経緯と
概要だけ記録するに留めざるを得ない。いずれ
Kidwell は IAML 本部サイトで開示する旨、表
明している。分量が多岐に渡るので今後、著作
権委員会の基礎資料として使われることになろ
う。ご希望の方は、配布された調査結果は事務
局にあるので、お申し出いただければ幸いであ
る。ともあれ、ここでは著作権問題は、評論家
や学者のためではなく、音楽図書館に従事して
いる IAML の同僚のための実用に供することが
もともとの目的である。IAML リガ会議では、
図書館での楽譜複写許容範囲を認めても良かろ
うと思われる領域について（演奏のために必要
不可欠な複写の許容範囲は何か、等）が細部に
わたって話題になっていた。堅実な足固めでの
再出発というところか。
　今年はすべての部会や、委員会が名称も見直
され、役員も三年ぶりに更改された。各々その
前後の事情を知っておくことも大事になるだろ
う。日本支部例会で取り上げた演奏会プログラ
ム資料の専門委員会は複数あったが一つの委員
会になった。ここ数年の特別委員会の努力が成
果となって見直された結果である。　
　夏至と IAML 年次会議が日程として重複した
のは、1995 年デンマークのヘルシンゲアであ
った。大きな焚き火を囲み、暖を取った。 秋
岡事務局長時代、日本の伝統音楽について発表
された福島和夫氏も、上法茂氏も参加しておら
れた。今年は草花をあしらった冠をしつらえ、
輪になってステップを踏み、その輪をくぐり抜
けたりしながら、室内で賑やかにフォークダン
スを楽しんだ。公園の一角には、ラトビア独立
の犠牲を記念する碑がそびえていた。
　　　　　　　　　　　　　（とうどう  やすこ）

リガ旧市街を望む



12

IAML日本支部ニューズレター 第 62号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
南葵音楽文庫公開
　南葵音楽文庫は和歌山県に寄託されましたが（本
誌 60 号参照）、知事や関係者によるテープカット・
セレモニーにより 2017 年 12 月 3 日にプレオープ
ンし、記念講演、演奏会などが盛大に行なわれまし
た。その後も、様々な催し物が実施されており、当
協会会員も活躍されています。ウェブサイトに事業
案内がありますので、ぜひご覧ください（https://
www.lib.wakayama-c.ed.jp/nanki/index.html）。

ライプツィヒ国際大会および大会初参加者のた
めの補助金
　　2018 年 IAML 国際大会は、7 月 22 日（日）〜 27
日（金）にライプツィヒ市 で開催されます。主会
場はフェリックス・メンデルスゾーン・バルトル
ディ音楽演劇大学ライプツィヒです。プログラム
の詳細は、本部大会ウェブサイトをご参照くださ
い（http://www.iaml.info/congresses/2018-leipzig）。
なお本大会では、伊藤真理氏が研究発表予定です。
　また日本支部では、国際大会にはじめて参加す
る個人会員（図書館等職員並びに非常勤講師等の
研究者）および団体会員の各機関所属メンバーに
対し、補助金制度を設けており、現在ライプツィ
ヒ大会に向けて募集中です。応募締切は4月30日。
詳細は、事務局長・藤堂まで電子メールでお問合
せください（yasuko.todo@nifty.ne.jp）。
　　　　　　　　
IAML/RILM/ 立教大学共催国際会議「アジアの
音楽情報と国際協力の推進：音楽資料の調査と
音楽図書館の連携 Music Information in Asia and 
Advancement of International Collaboration: 
Searching the Music Source and Connecting the 
Music Libraries」 助成採択される
　本誌 61 号でお知らせしましたように次回の支
部例会は、国際会議として 6 月 16 日に立教大学
で開催いたします。実施にあたり、立教大学国際
学術研究交流制度による 2018 年度「国際会議助
成」に採択されました（助成額 ¥1,331,278）。審
査のコメントでは、” 意欲的な企画である” と高

　　　　　　2018 年 1 月 31日発行

国際音楽資料情報協会（IAML）日本支部

〒 171-8540　東京都豊島区南池袋 3-4-5

東京音楽大学付属図書館    http://www.iaml.jp
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く評価されました。ご尽力くださいました立教大
学星野宏美、小泉元宏両先生他関係のみなさまに
感謝申し上げます。
　例会では、IAML 前会長 Barbara MacKenzie 氏、
RILM 編集主幹 ZdravkoBlazekovic 氏他、 近隣ア
ジア諸国から関係者をお呼びします。 詳細は、
別途例会案内でお知らせいたします。 多数のご
参加をお待ちしております。

ICTM—SEM—IMS—IAML—IASPM 共 催 に よ る
国際フォーラム開催
　「APPROACHES TO RESEARCH ON MUSIC AND 
DANCE IN THE INTERNET ERA」と題して、2018 年
7 月 11 日〜 14 日に、北京中央音楽院で国際フォ
ーラムが開催されます。会議の詳細は、IAML 本
部ウェブサイトの NEWS で紹介されています。

国立国会図書館開館 70 周年記念
　2018 年に国立国会図書館は開館 70 周年を迎
えます。これを記念してシンポジウムや展示会な
どが開催される予定です。詳細については、ウェ
ブサイトをご覧ください（http://www.ndl.go.jp/
jp/70th_anniversary/index.html）。

日本目録規則 2018 年版スケジュール見直し
　2017 年秋の刊行スケジュール見直しにより、
予備版（PDF）3 月、本版（冊子体、PDF）12 月
に公表予定です。国立国会図書館では、2021 年 1
月から運用開始予定とのことです。

会費納入のお願い
　11 月末に会費納入の書類を送付させていただき
ました。会費未納の方はできるだけ早い納入をお
願い致します。お問合せは会計・宮崎までお願い
いたします（haruyo12@imail.plala.or.jp）。

事務局

         だ
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